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平成１７年５月２７日 

各      位 
会 社 名     第 一 交 通 産 業 株 式 会 社 
代表者名     代表取締役社長 田中亮一郎 

（コード番号 ９０３５ 福証） 
問合せ先     株式会社第一ゼネラルサービス 

専務取締役   高木 重臣 
（TEL ０９２－４７５－１０４０） 

 
 

出資（孫会社化）に関する基本合意締結のお知らせ 
 
当社の連結子会社である株式会社第一ゼネラルサービスは、日新信販株式会社（本社：福

岡市博多区、代表取締役社長：大山成夫）の消費者金融に関する事業を会社分割の方法によ

り承継する予定の会社の株式を取得して子会社化した後、同社が発行する第三者割当増資を

引き受けることについて、本日基本合意を締結いたしましたので、お知らせ致します。 

 

記 

  １．基本合意締結までの経緯 

   福岡市に本店を置く日新信販株式会社は、昭和 45 年設立の消費者金融業者として知名

度があり、福岡県を中心に九州及び中国地方に営業展開しておりましたが、バブル期の不

動産投資等の失敗により、近年、業績不振となり、取引金融機関と再建策の協議を図って

おりました。 

   再建計画案の中で、消費者金融部門を早期に再生させる抜本策として、会社分割を行い

分割後の新会社にスポンサー企業を導入する案が策定され、株式会社第一ゼネラルサービ

スに事業スポンサーとしての出資と人材の派遣の要請が行われました。 

 

 ２．スポンサー企業を引き受けた理由 

   分割される新会社は、会社分割時に減損会計を実施しており又、本業である消費者金融

部門は、依然として事業価値を有しており今後共、収益力の向上が期待できるものと判断

いたしました。 

   第一交通産業グループの金融事業子会社としては、株式会社第一ゼネラルサービスを擁

しておりますが、同社はビジネスローン・不動産担保ローン等を専業とする事業者向けの

貸金業者であり今般、消費者金融業者である日新信販株式会社の孫会社化により、両社が

有するノウハウを共有化することで、シナジー効果が期待できるものと判断しています。 

   又、第一交通産業グループとしての事業基盤の強化となり、グループの収益力の向上に

寄与するものと考えています。 
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 ３．基本合意の内容 

   株式会社第一ゼネラルサービスは、日新信販株式会社の分割受皿会社の株式を買い取り

する。（尚、分割受皿会社は会社分割後に、日新信販株式会社に商号変更予定） 

   又、会社分割後に第三者割当増資を引き受けし、総額 5億円の出資を行う。 

   会社分割後の（新）日新信販株式会社は、株式会社第一ゼネラルサービスの 100％出資

会社とする。 

   株式会社第一ゼネラルサービスより代表取締役を含めて複数名の役員を派遣する。 

 

 ４．会社分割の日程 

   平成 17年 7 月 1日（予定） 

 

 ５．今後の業績に与える影響 

   本日公表の平成 18 年 3 月期の当社連結業績予想へは織込まれていないため、詳細が確

定次第お知らせ致します。 

 

 ６．出資当事会社の概要（平成 17 年 7月 1 日会社分割後） 

商    号 日新信販株式会社        （会社分割後に商号変更を予定） 

所 在 地 福岡県福岡市博多区祇園町 6番 24 号 

代表者の氏名 高木 重臣 （現㈱第一ゼネラルサービス専務取締役を予定） 

決 算 期 12 月 31 日 

事業の内容 消費者金融業 

従業員数   103 名 

資 本 金   255 百万円 

総 資 産 8,930 百万円 

 

（参 考） 
【分割会社スキーム】 
                          旧・日新信販                       当  社 
                          特別清算                                  連結子会社 
                                                     新株主 
  日 新 信 販            受皿会社株式売却            ㈱第一ゼネラルサービス 
                                                     （100％株主） 
 
 
  受皿会社  新・日新信販 
  貸金事業                                                   5億円の出資 
  （減損会計実施） 
 
                                                                            以  上 
 

 


